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大学での統計教育が徐々に変化している中、その教育の成果を検証することは極めて重要で

ある。学部における統計教育の成果の検証方法の一つとして「統計検定」という全国統一試験

がある。実際、統計検定創設の経緯（2012）には、次の記述がある。 

 

統計教育への要望と期待が高まる中で，教育の成果を評価する仕組みが重要になります。   

2011 年に発足した「統計検定」（2 級）は，まず大学における統計教育の成果を測り，統計分野

の学士力を質的に保証する手段として構想されました。（統計検定創設の経緯（2012）より） 

 

現在では、統計検定 2 級試験は 6 月と 11 月にのみ実施されている紙媒体の試験と、コンピュータ

を使って受検する CBT（Computer Based Testing）方式があり，受験可能日も受験方法も多様に

なっている。統計検定は徐々に社会に認知されてきており，紙媒体の 2 級試験受験者数も、統計検

定が始まった 2011 年は 346 名だったが，2018 年は 6 月と 11 月を合わせて 3428 名となっている

（統計検定ホームページ「受験データ」より）。 

2012 年に組織された「統計教育大学間連携ネットワーク（JINSE: Japanese Inter-university 

Network for Statistics Education）」の後継組織として、「統計教育連携ネットワーク（拡大版

JINSE）」が 2017 年に設立され、拡大版 JINSE を構成する会員には，通常の統計検定と同一の

問題を用いて行われる「JINSE 版統計検定」を利用し，JINSE 版統計検定運用規程（2017）で

定められた受験資格対象者の詳細な受験データが会員に提供され，統計教育の改善に利用する

ことができる。 

本稿では立教大学における過去の JINSE 版統計検定 2 級試験の学生の結果から、学生の理解

度が低いと思われる項目等を紹介し、どのような対策が必要かなどの統計検定を利用した教育

改善について述べる。また、統計検定の受験対策コンテンツ等の、立教大学における統計教育

についても言及する。 
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